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令和8年第２回６月定例会
会　　期：６月２日～19日（18日間）
審議議案：15件
（市長提出議案等：14件、追加議案：１件）

審議議案と議決結果

条例制定及び改正　５件
潮来市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 原案可決
潮来市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決
潮来市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部改正について 原案可決

潮来市火入れに関する条例の一部改正について 原案可決
潮来市印鑑条例の一部改正について　※追加議案 原案可決
補正予算　１件
令和8年度潮来市一般会計補正予算（第１号） 原案可決
承認　２件
専決処分事項の承認を求めることについて（潮来市税条例の一部を改正する条例） 承認
専決処分事項の承認を求めることについて（潮来市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例） 承認

報告　６件
繰越明許費繰越計算書について（令和７年度一般会計） 報告
事故繰越し繰越計算書について（令和７年度一般会計） 報告
継続費繰越計算書について（令和７年度水道事業会計） 報告
繰越計算書について（令和７年度下水道事業会計） 報告
一般財団法人潮来市開発公社の経営状況について 報告
株式会社いたこの経営状況について 報告
その他　１件
旧津知小学校用地の売買契約について 原案可決

気になる議案をチェック議案ピックアップ

　保育所等に通っていない満３歳未満のこどもについて、こどもの育
ちを応援するために、こどもが継続的に保育所等へ通園する制度であ
る「こども誰でも通園制度」の運営基準を定めるものです。
　この制度は「あやめこども園」にて実施されています。

潮来市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
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議案第30号「令和8年度潮来市一般会計補正予算（第1号）」では、鹿島アントラーズクラブハウスの潮
来市移転に向けた具体的な検討を開始するにあたり、地域連携拠点整備基本構想に位置付けられたスポー
ツ・賑わいゾーン約14haを対象として整備実現可能性調査を実施するため、委託費2,542万7千円が計上
されました。本件について、議会では賛成・反対それぞれの立場から活発な討論が行われました。

討論の様子▶

本予算案は、移転の交渉を開始するための予算であり、本市の未来を切り開くための「攻
めの投資」である。費用対効果や周辺のインフラへの影響、最適な立地条件を徹底的に調
査・分析することこそが、議会と行政が果たすべき責任である。潮来市民も望んでいる方は
多く、大きな経済効果が期待できる一方、一体どのぐらいの費用がかかるのか、今は議会
として判断する材料がない状態である。詳細なスケジュールや費用を市民や議会に示すた
めにも、この調査は必要である。ここで反対することは、アントラーズに関する議論を頓
挫させることになる。チャンスを前にして立ち止まるのではなく、未来への一歩を踏み出
すためにも、この調査は必要である。何の一歩も踏み出さずに調査をしないというのは、
潮来市の未来に対して十分な責任を果たしたとは言えない。また、市民に「クラブハウス
は潮来には必要ない」と受け止められかねない。以上の理由から、本案に賛成する。

賛成討論要旨

▼賛否が分かれた案件

� ○＝賛成　×＝反対　※16番飯田議員は、議長のため採決には加わりません。

結果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

黒 

須 

俊 

行

鴇 

田 

正 

信

吉 

川 

利 

一

和 

田 

直 

子

佐
々
木 　
徹

志 

村　
　
一

石 

田 

裕 

二

阿 

部 

慶 

介

兼 

平 

直 

紀

小 

峰　
　
進

平 

田 

健 

三

箕 

輪　
　
曻

飯 

島 

康 

弘

田 

崎　
　
清

小 

沼 

英 

明

飯 

田 

幸 

弘

可決 × × × 〇 × 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

まず考えるべきは、広域連携による協力と発展である。現在、鹿嶋市が強く反発し、撤回
を求めている状況下で、本市が独自にクラブハウス誘致の調査費を計上することは、不信
感を招き、関係を逆なでする行為と受け取られかねる。隣接する鹿嶋市との信頼関係を良
好に築くことは、今後の本市のゴミ処理施設問題をはじめ、いろいろな広域連携のもとで
対応するために極めて重要である。良好な関係を再構築するためにも、これまで直接協議
が行われていない両市長が話し合いの場を設け、前進を図ることを求めたい。アントラー
ズを取り合うのではなく、地域の宝として共有し、丁寧な協議を重ねるべきである。もし
今回が“ボタンの掛け違い”であるならば、掛け直して、地域間協力のもとで潮来インター周
辺への移設を望む。以上の理由から、現時点での調査費計上には反対である。

反対討論要旨

委
員
会
審
査

議
員
活
動

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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数字の横に「 」が付いていないものは、
紙面の都合上掲載できませんでした。
5ページから17ページにありますＱＲコー
ド（議員氏名隣）を読み取ると、映像で視
聴いただけますので、ぜひご覧ください。

一般通告質問とは、議員が市長などの執行機関に対して、事務事業の執行状況や将来に対する方針などに質問をした
り、報告や説明を求めることです。

一般通告質問

	 吉川　利一 議員　P.16　
	 1　75回水郷潮来あやめ祭りについて
	2　�Ｊ1鹿島アントラーズクラブハウスの潮来へ
の移転について

	3　中学校の統合について

	 石田　裕二 議員　P.14　
	1　潮来インター周辺開発について！
	 2　地方自治法第97条２項について
	3　若者世帯定住促進助成について

	 田崎　清 議員　P.13　
	1　旧津知小学校について
	2　�統合後の潮来一中における校内トラブルについて
	3　鹿島アントラーズクラブハウス移転について
	 4　市道1級10号線（立金～台上戸）について

	 鴇田　正信 議員　P.6　
	1　�潮来市を一年通して観光事業を活性化するには
	 2　潮来市市政施行25周年事業について
	3　潮来市西町浅間下住宅地について

	 飯島　康弘 議員　P.5　
	1　�『市民協働の考えから捉えるあやめ園整備事
業』について

	2　�『潮来市の観光政策』について

	 志村　一 議員　P.10　
	1　�持続可能なコミュニティバスにするために

	 和田　直子 議員　P.9　
	 1　�人口減少対策・移住定住政策の効果と評価に

ついて
	2　�学校統合に向けた「魅力ある教育環境」の構
築と「共育社会」への転換について

	 黒須　俊行 議員　P.11　
	1　防犯カメラについて
	2　有害鳥獣駆除支援策について

	 小沼　英明 議員　P.7　
	1　�選挙について
	2　�アントラーズクラブハウス誘致について
	3　�潮来大橋→郵便局裏→水門川岸通り→十番→
日の出の堤防までの通りについて

	4　公共交通について

	 平田　健三　議員　P.12　
	 1　�指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）につ

いて
	2　家庭用廃食油の取り組みは！
	3　「過疎地域出産祝金補助事業」の導入を！
	4　「5歳児健診」の早期導入を！
	5　「母子免疫ワクチン」定期接種化の現状は！

	 阿部　慶介 議員　P.15　
	1　�英語に特化して子ども達が英語を話せる街づ
くりを！

	2　�タクシーチケットを使用出来ない方に別の支援策を！
	3　�古着はごみではない。洋服のリサイクルボッ
クスについて

	 佐々木　徹 議員　P.17　
	 1　�千葉ロッテマリーンズファーム本拠地誘致のその後
	2　潮来クリーンセンターの今後について
	 3　潮来保健所について
	4　�日の出の出入り口、ライスセンター前の道路
拡幅について

	 兼平　直紀 議員　P.8　
	1　地域の命を守る消防団の活動について
	2　�節目検診導入で将来の巨額な医療・介護費を
防げ！

	3　�アントラーズクラブハウス移転！潮来市と鹿
行の未来を切り開くチャンス！
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問　

行
政
主
導
か
ら
民
間
主
導

へ
！
を
訴
え
て
き
た
、
こ
の
地

域
の
魅
力
を
引
き
出
す
に
は
民
間

の
創
意
工
夫
が
必
要
、
行
政
は
サ

ポ
ー
ト
で
あ
る
べ
き
。
今
回
は

「
嫁
入
り
舟
」
に
焦
点
を
あ
て

る
。
今
後
を
見
据
え
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
時
期
で
あ
る
。
見
解

を
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
、
現
在

は
株
式
会
社
い
た
こ
ま
ち
づ
く
り

観
光
事
業
部
が
運
営
し
て
い
る
。

民
間
事
業
者
の
自
立
運
営
が
、
嫁

入
り
舟
を
含
む
観
光
事
業
の
持
続

発
展
に
繋
が
る
と
考
え
る
。

問　
行
政
が
主
体
的
に
観
光
の
現

場
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
民
間
の

自
主
性
を
損
な
う
の
で
は
。

　

例
え
ば
現
場
か
ら
金
曜
日
の

「
宵
の
嫁
入
り
」
の
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
が
実
現
に
時
間
を
要

し
て
い
る
。
な
ぜ
か
？

問　
当
日
の
参
加
者
は
把
握
さ
れ

て
い
る
か
？

答　
大
川
観
光
商
工
課
長

　

受
付
表
等
に
よ
り
参
加
者
の

把
握
を
し
て
い
る
。
市
内
の
各

団
体
、
地
元
の
小
中
学
生
を
は
じ

め
、
新
た
に
市
制
施
行
を
祝
う
山

車
曳
き
を
行
う
若
連
、
統
合
し
た

こ
と
に
よ
り
津
知
地
区
、
牛
堀
地

区
の
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
部
活

動
地
域
展
開
に
よ
る
新
た
な
中
学

生
軟
式
野
球
チ
ー
ム
、
市
外
か
ら

は
法
政
大
学
水
上
ス
キ
ー
部
の
み

な
さ
ん
方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

問　

単
な
る
整
備
事
業
で
は
な

く
、
市
民
参
加
の
広
が
り
の
可
能

性
が
あ
る
事
業
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
こ
の
自
主
的
に

参
加
さ
れ
て
い
る
市
民
の
存
在

を
も
っ
と
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
感
謝
の
意
を
「
見
え
る

化
」
す
べ
き
で
は
？

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

こ
れ
ま
で
の
広
報
誌
等
で
の
周
知

に
加
え
、
さ
ら
な
る
市
民
協
働
の

推
進
を
図
る
た
め
、
よ
り
効
果
的

な
方
法
を
再
度
検
討
し
て
い
く
。

　
事
業
に
参
加
く
だ
さ
る
方
々
が

増
加
傾
向
に
あ
る
。
特
に
10
代
～

40
代
の
世
代
。
行
政
と
の
関
わ

り
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
期

待
し
た
い
世
代
で
あ
る
。
今
後
、

必
要
不
可
欠
と
な
る
「
市
民
協

働
」
の
ヒ
ン
ト
、
モ
デ
ル
に
な
る
。

問　
本
事
業
の
目
的
は
？

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

あ
や
め
ま
つ
り
へ
の
「
市
民
の
機

運
醸
成
」、
来
訪
さ
れ
る
方
へ
の

「
お
も
て
な
し
」
と
し
て
市
民
協

働
に
よ
る
除
草
作
業
等
を
実
施
し

て
い
る
。

質問者 　飯
いいじま
島　康

やすひろ
弘 気になるQ&A

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
あ
や
め
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に

お
い
て
、
関
係
団
体
に
ア
ン
ケ
ー

ト
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な

ど
協
議
検
討
を
含
め
、
合
意
形
成

に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

問　

現
状
を
踏
ま
え
、
本
市
の
あ

や
め
ま
つ
り
、
嫁
入
り
舟
な
ど
を

ど
う
見
据
え
て
い
る
の
か
？

答　
原
市
長

　

行
政
か
ら
民
間
へ
の
移
行
の
重

要
性
は
共
通
認
識
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
嫁
入
り
舟
に
関
し
て

は
、
現
状
の
質
を
し
っ
か
り
維
持
し

て
い
く
上
に
お
い
て
、
警
備
や
環
境

整
備
を
は
じ
め
諸
課
題
が
あ
る
の

が
実
情
で
あ
る
。
観
光
事
業
部
が

５
年
前
か
ら
業
務
を
引
き
継
ぎ
改

革
を
進
め
て
き
た
。
あ
や
め
ま
つ
り

や
嫁
入
り
舟
、
ろ
舟
運
航
な
ど
を
含

め
通
年
型
観
光
に
注
力
し
て
き
た
。

ま
た
、
若
い
人
材
と
の
連
携
等
も
図

り
な
が
ら
環
境
整
備
等
を
少
し
ず
つ

進
め
て
き
て
い
る
。
あ
と
数
年
の
内

に
は
今
よ
り
も
進
歩
し
た
形
で
民
間

移
行
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

『
市
民
協
働
の
考
え
か
ら

捉
え
る
あ
や
め
園
整
備
事

業
』
に
つ
い
て

『
潮
来
市
の
観
光
政
策
』

に
つ
い
て

議
員
活
動

委
員
会
審
査

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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館
を
作
る
事
が
出
来
る
か
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
郷
土
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
現

在
図
書
館
の
方
に
郷
土
資
料
室
が

あ
り
、
今
の
段
階
で
は
そ
ち
ら
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
潮
来
市
西
町
浅
間
下
住
宅
地

は
浅
間
下
地
区
用
水
組
合
で
あ
り

な
が
ら
市
街
化
区
域
で
あ
る
。
住

宅
が
建
ち
並
ん
だ
と
こ
ろ
の
排
水

路
が
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
水
位
が

上
昇
し
た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
水
位
が
上

昇
し
た
際
は
、
潮
来
市
地
域
防
災

計
画
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。
ゲ
リ

ラ
豪
雨
時
の
想
定
外
の
雨
量
に
つ

い
て
は
国
・
県
と
相
談
し
な
が
ら

浅
間
下
地
区
を
含
め
市
全
体
の
排

水
対
策
の
強
化
に
努
め
る
。

問　
今
年
藤
を
延
長
す
る
予
算
を

つ
け
た
が
、
場
所
と
長
さ
を
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
藤
棚
の
設
置
場
所
と
延
長
に
つ

い
は
、
潮
来
ホ
テ
ル
前
、
ア
ヤ
メ

園
内
で
、
西
側
の
前
川
沿
い
に
設

置
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

延
長
の
計
画
は
３
７
５
メ
ー
ト
ル

を
持
っ
て
進
め
て
い
る
。
あ
と
残

り
90
メ
ー
ト
ル
で
、
今
年
度
は
20

メ
ー
ト
ル
を
延
長
と
し
て
施
工
し

て
い
く
。

問　

伝
統
あ
る
さ
っ
ぱ
舟
（
ろ

舟
）
を
作
る
職
人
が
い
な
く
な
っ
た

為
、
潮
来
市
で
は
、
ろ
舟
に
対
す

る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
令
和
4
年
10
月
か
ら
12
月
に
か

け
、
道
の
駅
い
た
こ
に
お
い
て
、

ろ
舟
通
年
化
の
取
り
組
み
に
当
た

り
、
埼
玉
県
に
あ
る
工
房
へ
４
名

の
方
を
、
ろ
舟
作
り
と
ろ
舟
修
繕

等
の
技
術
習
得
の
た
め
派
遣
し
て

い
る
。
そ
の
際
に
制
作
し
た
さ
っ

ぱ
舟
１
隻
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

水
郷
潮
来
あ
や
め
園
内
に
あ
る
ろ

舟
乗
り
場
に
あ
る
。
現
在
、
２
名

の
方
が
当
時
習
得
し
た
技
術
を
基

に
主
に
ろ
舟
の
修
繕
等
を
行
っ
て

い
る
。
ろ
舟
作
り
に
つ
い
て
は
、

ろ
舟
の
木
材
を
含
め
、
舟
釘
や
銅

板
、
そ
の
他
制
作
に
必
要
な
材
料

等
が
入
手
困
難
と
な
っ
て
い
る
た

め
に
制
作
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
現
在
に
つ
い
て
は
、
ろ
舟
の

制
作
に
つ
い
て
は
鉾
田
市
に
あ
る

関
根
造
船
所
に
お
願
い
し
て
、
素

材
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
も
の
を
昨
年
制
作

し
、
今
現
在
そ
ち
ら
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
津
軽
河
岸
広
場
に
お
い
て
潮

来
お
祭
り
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て

大
盛
況
に
盛
り
上
が
っ
た
、
広
場

が
狭
い
為
石
田
川
に
蓋
を
し
て
広

場
を
広
く
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
観

光
行
事
に
対
応
す
る
案
を
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
と
い
う
上
で

は
、
ど
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行

な
う
の
か
、
ま
た
ど
の
く
ら
い
の

人
数
を
集
め
る
の
か
、
駐
車
場
、

飲
食
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
ど
う
す
る

の
か
な
ど
を
踏
ま
え
イ
ベ
ン
ト
会

場
を
設
定
し
、
開
催
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
津
軽
河
岸
広
場

で
な
け
れ
ば
駄
目
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
当
該
場
所
を
広
げ
る
と

い
う
よ
り
は
、
ほ
か
の
会
場
を
使

う
と
い
う
考
え
方
も
で
き
る
と
思

う
。
最
初
の
答
弁
の
と
お
り
、
全

て
四
方
を
道
路
で
囲
ま
れ
て
い
る

た
め
、
安
全
面
等
を
考
え
る
と
不

適
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
答

弁
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　
お
祭
り
に
関
す
る
観
光
地
で

は
ど
こ
で
も
郷
土
資
料
館
や
山
車

会
館
な
ど
が
あ
る
。
茨
城
の
お
祭

り
に
選
ば
れ
た
市
で
は
立
派
な
郷

土
資
料
館
が
あ
り
、
な
い
の
は
潮

来
市
と
も
う
１
市
だ
け
で
あ
る
。

何
度
で
も
言
う
が
潮
来
市
の
活
性

化
の
為
に
郷
土
資
料
館
、
山
車
会

質問者 　鴇
とき
田
た
　正
まさ
信
のぶ一般通告質問

潮
来
市
を
一
年
通
し
て

観
光
事
業
を
活
性
化
す
る

に
は

潮
来
市
西
町
浅
間
下
住

宅
地
に
つ
い
て
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答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
広
域
役
割
分
担
で
あ
っ
た
り
渋

滞
対
策
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
５
市
の

さ
ら
な
る
連
携
を
基
本
と
し
、
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
の
発
展
や
成
長
に
つ

な
が
る
事
を
大
前
提
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

再
々
問　

日
本
一
の
サ
ポ
ー
タ
ー

で
あ
る
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
応
援
団

イ
ン
フ
ァ
イ
ト
が
分
裂
す
る
よ
う

な
動
き
も
あ
る
。
今
後
ス
タ
ジ
ア

ム
に
お
い
て
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
移
設

反
対
の
運
動
を
す
る
と
も
聞
い
て

い
る
。
誘
致
運
動
の
前
に
感
情
論

も
す
っ
き
り
さ
せ
な
い
と
、
前
に

進
め
な
い
と
思
う
が
如
何
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　

潮
来
市
・
鹿
嶋
市
・
鹿
島
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
の
話
し
合
い
が
大

事
に
な
る
。
今
懸
念
さ
れ
て
い
る

部
分
を
払
拭
し
て
参
り
た
い
。

問　
令
和
７
年
3
月
に
制
限
速
度

が
60
㎞
で
あ
り
非
常
に
危
険
と
質

問
、
警
察
と
協
議
す
る
と
の
事
で

あ
っ
た
が
そ
の
後
に
つ
い
て
伺
う
。

問　
潮
来
市
の
財
政
負
担
は
ど
れ

く
ら
い
を
見
込
む
の
か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
今
後
の
調
査
業
務
に
お
い
て
整

備
費
等
を
精
査
す
る
と
と
も
に
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
と
協
議
を
重
ね
て
い

く
中
で
明
ら
か
に
な
る
。
都
度
可

能
な
限
り
情
報
開
示
に
努
め
て
参

る
。

問　
財
政
規
模
が
鹿
嶋
市
よ
り
小

さ
い
本
市
は
投
資
に
失
敗
し
た
と

き
の
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
い
の
で
は

な
い
か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
投
資
に
失
敗
す
る
よ
う
な
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
本
市
の
財
政

的
ダ
メ
ー
ジ
が
生
じ
る
事
の
な
い

よ
う
身
の
丈
に
合
っ
た
事
業
ス

キ
ー
ム
の
提
案
を
行
っ
て
参
る
。

再
問　

現
在
鹿
嶋
市
の
強
い
反
発

が
あ
る
。
潮
来
市
は
鹿
嶋
市
と
対

立
す
る
の
で
は
な
く
役
割
分
担
を

お
願
い
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
一

歩
下
が
っ
た
形
で
持
っ
て
い
け
な

い
の
か
？

問　
神
栖
市
長
選
挙
に
お
い
て
得

票
数
が
同
数
で
あ
っ
た
為
、
く
じ

引
き
で
当
選
を
決
め
た
。
当
市
に

お
い
て
同
数
だ
っ
た
場
合
に
同
じ

よ
う
に
引
く
く
じ
が
当
市
に
あ
っ

て
選
挙
長
が
同
じ
よ
う
に
引
く
の

か
伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
得
票
数
が
同
数
で
あ
る
場
合
は

選
挙
会
に
お
い
て
選
挙
長
が
く
じ

で
定
め
る
と
な
っ
て
い
る
。
本
市

で
選
挙
会
を
設
置
し
た
際
は
、

毎
回
投
票
が
同
数
の
際
に
使
用
す

る
く
じ
引
き
の
準
備
は
し
て
い
る

が
、
実
際
に
く
じ
を
引
く
方
、
ま

た
具
体
的
な
く
じ
引
き
の
方
法
に

つ
い
て
は
そ
の
都
度
選
挙
会
で
協

議
決
定
し
て
い
る
。

質問者 　小
お
沼
ぬま
　英
ひであき
明 気になるQ&A

答　
榊
原
総
務
部
長

　
令
和
7
年
8
月
28
日
付
で
行
方

警
察
署
へ
40
キ
ロ
の
速
度
制
限
の

要
望
書
を
提
出
、
令
和
8
年
5
月

22
日
に
茨
城
県
交
通
規
制
課
よ
り

規
制
が
か
け
ら
れ
る
旨
の
連
絡
が

あ
っ
た
が
、
潮
来
ロ
ー
イ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
前
に
一
部
徐
行
区
間
が
あ

り
路
面
標
示
が
変
更
さ
れ
て
か
ら

の
規
制
に
な
る
。

問　
５
月
１
日
よ
り
行
方
市
に
お

い
て
行
方
市
を
出
発
、
到
着
す
る

す
べ
て
の
方
（
市
民
以
外
も
）
が

利
用
で
き
る
市
内
の
み
千
円
、
市

街
の
指
定
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
二
千
円

で
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
使
わ
ず
に
利
用

で
き
る
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
が

始
ま
っ
た
。
当
市
で
も
で
き
な
い

か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
手
続
き
の
簡
素
化
や
デ
ジ
タ
ル

の
活
用
を
含
め
利
便
性
の
向
上
は

大
変
重
要
。
開
始
し
て
間
も
な
い

行
方
市
の
制
度
は
今
後
利
用
や
効

果
等
の
情
報
を
確
認
し
、
他
市
の

先
進
事
例
に
つ
い
て
も
研
究
し
て

参
る
。

選
挙
に
つ
い
て

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
誘
致
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

潮
来
大
橋
→
郵
便
局
裏
→

水
門
川
岸
通
り
→
十
番
→

日
の
出
の
堤
防
ま
で
の
通

り
に
つ
い
て

議
員
活
動

委
員
会
審
査

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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に
検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
き

た
。
そ
の
た
め
に
は
来
年
２
月
ま

で
に
事
業
化
の
判
断
を
行
う
必
要

が
あ
る
。
施
設
整
備
費
等
の
高
騰

が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
ク
ラ
ブ
側

か
ら
精
度
の
高
い
調
査
を
求
め
ら

れ
た
。
調
査
内
容
等
に
つ
い
て

は
、
議
会
（
市
民
）
へ
可
能
な
限

り
都
度
情
報
開
示
に
努
め
る
。

問　
過
大
な
市
負
担
を
避
け
る
リ

ス
ク
管
理
は
徹
底
さ
れ
て
い
る

か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
本
市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

「
身
の
丈
に
合
っ
た
事
業
ス
キ
ー

ム
」
を
提
案
し
リ
ス
ク
管
理
を
徹

底
す
る
。

問　

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
や
サ
ポ
ー

タ
ー
が
応
援
で
き
る
形
へ
、
市
長

の
決
意
は
？

答　
原
市
長

　
潮
来
市
だ
け
が
発
展
す
れ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
鹿
行

5
市
が
共
通
認
識
を
持
ち
、
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
が
世
界
に
冠
た
る
ク
ラ

ブ
と
な
る
よ
う
手
を
取
り
合
う
こ

と
が
大
切
。
で
き
る
限
り
の
情
報

開
示
を
行
い
、
潮
来
市
と
し
て
一

生
懸
命
に
進
め
て
い
く
。

問　
市
民
の
安
心
に
大
き
く
貢
献

す
る
消
防
団
。
直
近
3
年
間
の
出

動
実
績
と
、
実
動
デ
ー
タ
の
広
報

に
よ
る
可
視
化
の
考
え
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
火
災
49
件
、
行
方
不
明
捜
索
14

件
な
ど
3
年
間
で
85
件
出
動
し

た
。
現
場
へ
い
ち
早
く
駆
け
つ
け

る
姿
が
市
民
に
与
え
る
安
心
感
は

計
り
知
れ
な
い
。

答　
大
川
総
務
課
長

　
出
動
件
数
や
現
場
の
声
を
広
報

紙
等
で
可
視
化
し
、
担
い
手
不
足

解
消
へ
繋
げ
た
い
。

問　

日
中
の
出
動
に
不
可
欠
な

「
市
職
員
団
員
」
の
現
状
と
、
今

後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
現
在
26
名
が
在
籍
し
、
勤
務
中

で
も
許
可
を
得
て
出
動
し
て
い
る
。

答　
大
川
総
務
課
長

　
今
後
は
職
員
団
員
の
減
少
や
、

車
両
の
運
転
免
許
制
限(

普
通
免
許

不
可
）
へ
の
対
応
と
し
て
、
取
得

補
助
な
ど
の
対
策
を
工
夫
し
な
が

ら
進
め
る
。

問　

本
市
は
重
大
な
血
管
疾
患
に

よ
る
死
亡
が
深
刻
。
現
行
の
健
診

だ
け
で
は
リ
ス
ク
を
見
落
と
し
、
将

来
の
重
症
化
と
巨
額
の
医
療
・
介
護

費
発
生
（
財
政
圧
迫
）
を
招
き
か

ね
な
い
。
対
策
が
必
要
で
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
発
症
前
の
リ
ス
ク
把
握
と
重
症

化
予
防
は
重
要
。
本
市
は
国
基
準

に
独
自
項
目
を
追
加
し
て
健
診
を

実
施
し
て
い
る
。
健
診
で
は
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
高
度
な
検

査
が
必
要
な
場
合
は
医
療
機
関
で

の
個
別
検
査
を
推
奨
し
て
い
る
。

問　

健
診
予
算
の
「
不
用
額
」
を

整
理
し
、
45
歳
や
60
歳
な
ど
の
節

目
年
齢
に
高
度
な
検
査
を
セ
ッ
ト

に
し
た
「
節
目
検
診
」
を
公
的
補

助
で
実
施
す
れ
ば
、
受
診
率
向
上

と
将
来
の
財
政
負
担
軽
減
に
繋
が

る
の
で
は
？

答　
宮
内
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

　

他
自
治
体
の
追
加
検
査
事
例
は

確
認
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
現

行
内
容
で
も
一
定
程
度
は
早
期
発

見
に
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
現
行
健
診
を
周
知
徹

底
し
受
診
率
向
上
に
取
り
組
む
。

問　

鹿
嶋
市
へ
の
説
明
経
緯
は
？

令
和
8
年
4
月
の
検
討
発
表
に
至

る
ま
で
意
見
交
換
を
重
ね
た
「
関

係
者
」
と
は
誰
か
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
令
和
4
年
か
ら
潮
来
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
活
用
等
で
意
見
交
換
を
重
ね
、

令
和
7
年
6
月
に
ク
ラ
ブ
へ
移
転

提
案
書
を
提
出
。
翌
7
月
に
鹿
嶋

市
役
所
を
訪
問
し
担
当
部
署
へ
説

明
し
た
。
関
係
者
に
つ
い
て
は
先

方
の
了
承
を
得
て
い
な
い
た
め
答

弁
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

な
ぜ
今
、
調
査
検
討
費
用
を

か
け
る
の
か
？
調
査
内
容
の
情
報

開
示
は
？

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　

ク
ラ
ブ
側
と
の
協
議
に
お
い

て
、
令
和
13
年
度
完
成
を
目
標

質問者 　兼
かねひら
平　直

なお
紀
き一般通告質問

地
域
の
命
を
守
る
消
防

団
の
活
動
に
つ
い
て

節
目
検
診
導
入
で
将
来

の
巨
額
な
医
療
・
介
護
費

を
防
げ
！

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
移
転
！
潮
来
市
と

鹿
行
の
未
来
を
切
り
開
く

チ
ャ
ン
ス
！
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た
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
必
要

性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
子
育
て
を
家
庭
だ
け
で
抱
え

込
ま
ず
、
地
域
全
体
で
支
え
る

「
共
育
社
会
」
を
、
移
住
・
定
住

や
人
口
減
少
対
策
の
柱
と
し
て
位

置
付
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
潮
来
市
こ
ど
も
計
画
で
は
、「
こ

ど
も
・
若
者
が
い
き
い
き
、
わ
く

わ
く　
み
ん
な
で
つ
く
る 

ふ
る
さ

と
潮
来
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い

る
。
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え

る
考
え
方
は
、「
共
育
社
会
」
の
概

念
と
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
進
め

る
こ
と
で
定
住
促
進
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
学
校
統
合
に
伴
う
保
健
室
利

用
の
増
加
や
教
職
員
の
負
担
増
加

に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
分

析
し
課
題
認
識
を
持
っ
て
い
る
の

か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
保
健
室
利
用
者
数
は
、
潮
来
小

学
校
で
は
統
合
前
よ
り
減
少
し
、

答　
吉
川
教
育
部
長

　
休
日
の
部
活
動
や
放
課
後
活
動

は
徒
歩
や
自
転
車
に
よ
る
移
動
を

基
本
と
し
て
い
る
。
夏
休
み
期
間

中
の
部
活
動
に
は
一
定
の
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、

近
隣
自
治
体
で
も
同
様
の
運
用
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
送
迎
支
援
は
考

え
て
い
な
い
。

再
問　

部
活
動
や
地
域
ク
ラ
ブ
活

動
へ
の
参
加
に
必
要
な
送
迎
は
、

「
子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る

た
め
の
移
動
手
段
」
の
問
題
で
あ

る
。
特
に
中
学
校
統
合
後
は
、
こ

れ
ま
で
徒
歩
で
通
え
た
生
徒
で
も

夏
休
み
の
部
活
動
等
へ
の
参
加
が

難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
本

当
に
支
援
が
不
要
な
の
か
を
判
断

す
る
た
め
、
保
護
者
や
子
ど
も
た

ち
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、
改
め

て
支
援
の
必
要
性
を
検
討
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
現
時
点
で
は
部
活
動
へ
の
送
迎

支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
が
、
今

後
設
置
さ
れ
る
統
合
準
備
委
員
会

に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
め

　
子
育
て・教
育
環
境
の
充
実
は
、

本
市
の
魅
力
を
高
め
若
年
層
か
ら

選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
。
令
和
11
年
度
の
中

学
校
統
合
に
向
け
、
家
庭
や
母
親

個
人
の
努
力
に
過
度
に
依
存
す
る

構
造
か
ら
脱
却
し
、
市
の
人
的
投

資
と
地
域
資
源
を
活
用
し
た
「
選

ば
れ
る
教
育
」 

の
実
現
に
つ
い
て

伺
う
。

問　
部
活
動
や
放
課
後
活
動
が
保

護
者
の
送
迎
に
依
存
し
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な

課
題
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

質問者 　和
わ
田
だ
　直
なお
子
こ 気になるQ&A

潮
来
第
一
中
学
校
で
は
微
増
と

な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
学

校
統
合
に
よ
る
利
用
増
加
が
あ
っ

た
と
は
判
断
で
き
ず
、
今
後
も
推

移
を
注
視
す
る
。

　
教
職
員
は
、
統
合
に
伴
う
バ
ス

通
学
対
応
や
児
童
生
徒
数
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
時
間
外
勤
務
が
前

年
よ
り
増
加
し
た
。
し
か
し
、
統

合
直
後
の
一
時
的
な
要
因
が
大
き

く
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
落
ち

着
い
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

再
問　

統
合
直
後
に
教
職
員
の
時

間
外
勤
務
が
増
加
し
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
教
員
以
外
で
も
担
え
る
業

務
を
整
理
し
、
市
独
自
の
人
的
配

置
を
強
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
学
校
統
合
時
に
は
加
配
教
員
が

配
置
さ
れ
る
。
今
回
の
小
中
学
校

統
合
の
経
験
を
生
か
し
、
令
和
11

年
度
の
統
合
中
学
校
開
校
時
に

は
、
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
軽

減
に
努
め
て
い
く
。

学
校
統
合
に
向
け
た「
魅

力
あ
る
教
育
環
境
」の
構
築

と「
共
育
社
会
」へ
の
転
換

に
つ
い
て

議
員
活
動

委
員
会
審
査

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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答　
榊
原
総
務
部
長　

　
議
員
ご
指
摘
の
公
共
交
通
が
抱

え
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
広
域
路
線
バ
ス
や
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
を
通
じ
て
取
り

組
ん
で
き
た
。
加
え
て
、
公
共
交

通
全
体
の
課
題
解
決
に
向
け
た
新

た
な
一
手
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
有
用
性
を
検
証
す
る
た

め
、
一
昨
年
度
よ
り
実
証
運
行
を

開
始
し
た
。
ま
た
、
議
員
ご
指
摘

の
と
お
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
持
続
可
能
な
運
行
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ

る
。
本
市
の
地
域
特
性
か
ら
、
現

在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

の
み
で
交
通
空
白
地
域
を
カ
バ
ー

す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
と
考
え

て
い
る
。
今
後
の
取
組
と
し
て
、

本
年
度
ま
で
の
実
証
運
行
で
得
ら

れ
た
そ
の
検
証
結
果
を
基
に
、
今

年
度
改
定
を
予
定
し
て
い
る
地

域
公
共
交
通
計
画
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
路
線
の
在
り
方
、
タ

ク
シ
ー
助
成
等
の
補
完
策
を
含
め

た
最
適
な
公
共
交
通
の
姿
を
総
合

的
に
検
討
す
る
。

問　
第
１
回
実
証
運
行
と
第
２
回

実
証
運
行
の
運
行
１
回
あ
た
り
の

利
用
者
平
均
数
の
大
き
な
差
（
約

2.1
人
）
の
考
察
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
１
回

目
の
無
償
運
行
か
ら
２
回
目
の
有

償
運
行
へ
移
行
し
た
際
、
平
均
乗

車
人
数
に
お
い
て
一
定
の
減
少
が

あ
っ
た
こ
と
は
率
直
に
受
け
止
め

て
い
る
。

　
要
因
と
し
て
は
、
３
０
０
円
の

有
償
運
行
へ
の
移
行
が
利
用
者
の

減
少
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
も

の
と
捉
え
て
い
る
。

問　
第
２
回
実
証
運
行
の
反
省
点

を
ど
の
よ
う
に
第
３
回
実
証
運
行

に
活
か
し
た
の
か
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
議
員
か
ら
の
提
案
の
あ
っ
た
、

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら

古
宿
を
走
行
し
、「
台
上
戸
農
村
集

落
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
停
」
を
設
置

し
、
大
塚
野
へ
と
向
か
う
ル
ー
ト

へ
と
変
更
し
た
。
ま
た
、
あ
や
め

第
１
児
童
公
園
か
ら
セ
イ
ミ
ヤ
潮

来
店
を
通
り
、
国
道
51
号
線
を
走

行
し
潮
来
市
役
所
へ
向
か
う
ル
ー

ト
へ
と
変
更
し
た
。

問　
持
続
可
能
な
運
行
を
考
慮
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
コ
ー

ス
・
便
数
の
在
り
方
は
？

答　
榊
原
総
務
部
長

　
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
潮
来
市
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
検

討
を
進
め
て
い
く
。
便
数
に
つ
い
て

は
、
各
便
の
利
用
状
況
を
詳
細
に

把
握
し
、
需
要
に
応
じ
た
便
数
の

最
適
化
を
図
る
こ
と
や
、
運
行
経

費
と
利
用
者
数
の
バ
ラ
ン
ス
、
ド
ラ

イ
バ
ー
確
保
な
ど
を
考
慮
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

問　
左
記
の
課
題
解
決
の
た
め
の

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

一般通告質問 質問者 　志
し
 村
むら
  　一

はじめ

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
は
課
題

（
市
の
財
政
・
公
共
交
通
空
白

地
域
の
広
さ
・
利
用
者
は
、
ほ
ぼ

運
転
免
許
の
無
い
高
齢
者
）
が
あ

る
。
こ
の
課
題
に
向
き
合
い
、
い

持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
す
る
た
め
の
課
題

提　示　資　料
第１回実証運行 Ｒ6.12～Ｒ7.1 57日運行

運行日 料金 運行回数
3便×57日

利用者数（人） 運行1回
あたりの
利用者
平均数1便 2便 3便

毎日 無料 171回 190 267 138 約3.5人

第２回実証運行 Ｒ7.10～Ｒ8.3 100日運行

運行日
（曜日）

料金
（円）

運行回数
4便×100日

利用者数（人） 運行1回
あたりの
利用者
平均数1便 ２便 ３便 ４便

火水木金 300円 400回 163 208 112 67 約1.4人

持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
す
る
た
め
に

か
に
無
駄
・
無
理
の
な
い
利
用
価

値
を
見
い
出
し
た
運
行
を
す
る
か

が
、
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

第3回実証運行中 Ｒ8.4～Ｒ9.3 1年間運行
第２回実証運行内容に「台上戸農村集落セン
ターのバス停」の１箇所追加・料金は無料に
変更・時刻表の微調整
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答　
榊
原
総
務
部
長

　
駐
輪
場
だ
け
を
直
接
映
し
て
い

る
状
況
で
は
な
い
が
、
両
駅
と
も

防
犯
カ
メ
ラ
は
設
置
し
て
い
る
。

再
問　

駐
輪
場
ま
で
を
映
し
出
す

機
能
性
が
な
い
た
め
、
犯
罪
抑
止

に
効
果
が
あ
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

を
望
む
が
如
何
か
。

答　
大
川
総
務
課
長

　
今
後
の
必
要
性
を
含
め
行
方
警

察
署
と
カ
メ
ラ
だ
け
で
な
く
違
う

方
法
が
あ
る
か
ど
う
か
を
含
め
、

協
議
を
図
っ
て
参
る
。

問　
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
整
備
促

進
事
業
補
助
金
交
付
へ
の
申
込
者

数
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
電
気
柵
等
の
購
入
費
に
対
し
て

２
分
の
１
が
対
象
と
な
り
、
上
限

３
万
円
の
交
付
と
な
る
。

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
増
加
と

お
り
、
さ
ら
に
増
や
す
か
ど
う
か

は
、
今
後
、
犯
罪
の
状
況
を
含
め

調
査
研
究
し
て
参
る
。

問　

近
年
、
犯
罪
が
絡
む
事
例
が

生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
不
特
定
者

や
不
審
者
の
掌
握
を
強
化
す
る
上

で
、
学
校
の
全
て
の
出
入
口
に
増

設
し
て
は
如
何
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
学
校
施
設
の
安
心･

安
全
の
確
保

と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
不
審
者

対
応
や
警
察
等
へ
の
状
況
証
拠
の

提
出
と
い
う
意
味
で
、
犯
罪
対
応

や
抑
止
力
な
ど
の
十
分
な
効
果
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

Ｊ
Ｒ
潮
来
駅
、
延
方
駅
駐

輪
場
に
お
い
て
、
盗
難
、
い
た

ず
ら
、
損
壊
の
事
例
が
生
じ
て
お

り
、
犯
罪
防
止
と
早
期
検
挙
に
向

け
た
取
組
み
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
如
何

か
。

問　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
交

付
申
請
件
数
と
設
置
数
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
令
和
７
年
度
の
申
請
件
数
は
２

件
、
設
置
数
は
４
基
で
あ
る
。

再
問　

通
学
路
上
の
横
断
歩
道
の

あ
る
交
差
点
や
犯
罪
率
の
高
い
地

域
、
多
く
子
供
た
ち
が
利
用
す
る

コ
ン
ビ
ニ
駐
車
場
周
辺
に
増
や
し

て
い
く
べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

答　
大
川
総
務
課
長

　

主
要
幹
線
道
路
や
駅
等
に
お

い
て
市
内
16
箇
所
に
設
置
し
て

気になるQ&A

と
も
に
申
込
が
増
え
て
い
る
現
状

か
ら
今
年
度
予
算
を
30
万
円
（
10

件
分
）
計
上
し
た
が
申
込
み
は

既
に
予
算
上
限
に
達
し
て
い
る
。

こ
の
状
況
か
ら
県
に
追
加
要
望
を

し
、
内
諾
を
得
て
い
る
た
め
諸
手

続
が
済
み
次
第
、
希
望
者
へ
対
応

し
た
い
。

問　
増
加
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
が
著
し
く
拡

大
し
て
い
る
一
方
、
捕
獲
後
の
解

体
処
理
場
が
満
た
さ
れ
て
い
な

い
。
継
続
的
に
駆
除
か
ら
解
体
処

理
ま
で
行
う
環
境
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
申
し
上
げ
た
が
、
そ
の

後
の
進
捗
は
如
何
か
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
設
置
場
所
の
問
題
、
建
屋
の
問

題
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
茨

城
県
や
周
辺
自
治
体
並
び
に
猟
友

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
調
査
研

究
を
し
て
い
る
。

質問者 　黒
くろ
須
す
　俊
とし
行
ゆき

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
駆
除
支
援
策

に
つ
い
て

議
員
活
動

委
員
会
審
査

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ



令和８年7月　潮来市議会だより 203 号令和８年7月　潮来市議会だより 203 号 1212

問　
取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
課

題
を
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
令
和
８
年
４
月
か
ら
法
律
に
基

づ
き
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
公

費
で
実
施
す
る
定
期
接
種
と
な

り
、
潮
来
市
で
も
今
年
４
月
か
ら

無
料
で
接
種
で
き
る
よ
う
体
制
を

整
え
た
。
今
年
度
の
対
象
者
数
は

１
７
０
名
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ

の
う
ち
令
和
７
年
度
の
妊
娠
届
出

者
で
対
象
と
な
る
60
名
に
は
、
既

に
必
要
書
類
を
送
付
し
た
。
４
月

か
ら
は
、
妊
娠
届
出
時
に
説
明

し
、
必
要
書
類
を
渡
し
て
い
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
今
年
度
か
ら

定
期
接
種
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

情
報
提
供
を
継
続
的
に
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
市
内
の
妊

婦
の
多
く
が
市
外
医
療
機
関
で
出

産
し
て
い
る
実
情
も
踏
ま
え
、
関

係
す
る
医
療
機
関
や
医
師
会
と
連

携
し
、
接
種
機
会
の
確
保
と
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

問　
他
自
治
体
の
取
り
組
み
と
市

の
見
解
を
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
家
庭
用
廃
食
油
の
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
回
収

対
象
と
す
る
油
の
種
類
、
容
器
の

指
定
、
油
汚
れ
や
臭
気
へ
の
対

応
、
異
物
混
入
の
防
止
、
設
置
場

所
の
管
理
、
回
収
業
者
の
確
保
、

費
用
面
な
ど
、
整
理
す
べ
き
課
題

が
あ
る
。
本
市
で
実
施
す
る
場
合

に
は
、
市
役
所
や
公
民
館
な
ど
の

公
共
施
設
を
は
じ
め
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
施
設
で
の
回
収
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
民
間
施
設
と

の
連
携
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
は
、
近
隣
自
治
体
や
先
進

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場

所
、
管
理
体
制
、
再
資
源
化
ル
ー

ト
、
費
用
対
効
果
な
ど
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
出
産
祝
金
は
、
一
時
的
な
現
金

給
付
と
し
て
子
育
て
家
庭
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
で
き
る
一
方
、
出

生
数
の
大
き
な
増
加
や
人
口
減

少
の
抑
制
と
い
っ
た
効
果
に
つ
い

て
、
既
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
人
口
増
加

な
ど
の
目
に
見
え
る
効
果
は
現
れ

て
い
な
い
と
伺
っ
た
。

　
本
市
と
し
て
は
、
ま
ず
は
妊
娠
期

か
ら
出
産
、
乳
幼
児
期
、
学
齢
期
ま

で
、
切
れ
目
な
く
子
育
て
世
帯
を
支

え
る
施
策
を
充
実
さ
せ
、
限
ら
れ
た

財
源
を
継
続
的
な
支
援
策
に
重
点

的
に
配
分
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世

帯
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
る
。
今
回
の
県
の
補
助
事
業
は
、

今
後
要
綱
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
内
容
を
確
認
し
、
他

の
自
治
体
の
取
組
状
況
や
そ
の
効
果

に
つ
い
て
、
今
後
も
情
報
収
集
を
行

い
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
策

を
調
査
し
て
い
く
。

問　
市
の
取
り
組
み
の
見
解
を
伺

う
。

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　

国
で
は
、
５
歳
児
健
診
の
実
施

に
つ
い
て
、
令
和
10
年
度
頃
ま
で
の

全
市
町
村
で
の
実
施
を
目
指
し
、
体

制
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。
本
市
と

し
て
も
、
こ
の
国
の
方
向
性
を
踏
ま

え
、
国
の
制
度
設
計
や
財
政
支
援

状
況
、
先
行
自
治
体
の
取
組
に
お
け

る
成
果
と
課
題
、
さ
ら
に
は
本
市
の

子
供
の
実
態
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
そ
の
上
で
本
市
の
実
情
に
適
し

た
実
施
形
態
や
人
員
体
制
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。
５
歳
児

健
診
は
、
子
供
の
発
達
段
階
を
的
確

に
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
健
診
後

の
継
続
的
な
支
援
体
制
や
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
と
い
っ
た
関

係
機
関
と
の
連
携
な
ど
も
、
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

現
在
実
施
し
て
い
る
１
歳
６
か
月
児

健
診
と
３
歳
児
健
診
、
相
談
事
業

な
ど
と
の
整
合
性
を
整
理
し
な
が

ら
、
本
市
に
お
け
る
支
援
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
て
、
今
後
の
実
施
に

向
け
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

一般通告質問 質問者 　平
ひら
田
た
　健
けんぞう
三

家
庭
用
廃
食
油
の
取
り

組
み
は
！

「
過
疎
地
域
出
産
祝
金

補
助
事
業
」
の
導
入
を
！

「
5
歳
児
健
診
」の
早
期

導
入
を
！

「
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
」

定
期
接
種
化
の
現
状
は
！
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が
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
使
え
る
よ

う
、
利
活
用
に
向
け
た
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問　
初
期
対
応
か
ら
通
報
に
至
る

ま
で
の
経
緯
と
異
常
事
態
の
学
校

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
警
察
を
呼
ぶ
の
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
ま
た
、
保

護
者
へ
の
報
告
、
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
ト
ラ
ブ
ル
は
4
月
30
日
に
「
あ

る
生
徒
が
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て

相
手
を
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
」
こ

と
が
原
因
で
発
生
し
、
5
人
の

教
職
員
が
何
度
も
離
れ
る
よ
う
に

注
意
し
た
が
収
ま
ら
ず
、
校
内
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
学
校
長
の

指
示
に
よ
り
、
警
察
に
通
報
し
た

も
の
。
校
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
即
し

た
部
分
で
は
、
生
徒
が
興
奮
し
暴

れ
、
止
め
に
入
っ
た
職
員
の
静
止

に
従
わ
ず
、
他
者
へ
暴
行
し
、
大

け
が
を
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た

金
額
に
対
し
て
か
か
っ
た
金
額
が

オ
ー
バ
ー
す
る
よ
う
な
形
で
使
わ

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
保

健
所
移
転
計
画
の
中
に
あ
っ
た
の

か
伺
う
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
イ
ン
フ
ラ
移
設
工
事
は
保
健
所

へ
の
土
地
売
却
の
た
め
の
工
事
で

は
な
く
、
国
の
交
付
金
採
択
を
受

け
、
財
源
獲
得
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
市
民
、
市
の
財
産
で
あ
る
廃
校

舎
を
利
活
用
し
て
い
く
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

問　
50
年
経
過
し
て
い
る
廃
校
舎

の
活
用
の
具
体
的
な
計
画
が
あ
る

の
か
伺
う
。

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　
昨
年
12
月
に
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
校
舎
を
活
用
す
る
前

向
き
な
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
今
後

も
そ
の
中
で
の
意
見
を
市
民
の
声
と

し
て
利
活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

校
舎
の
機
能
を
維
持
す
る
だ
け
で

な
く
、
地
区
の
方
、
市
民
の
皆
さ
ん

問　
旧
津
知
小
学
校
イ
ン
フ
ラ
移

設
工
事
の
内
訳
内
容
と
予
定
価
格

及
び
落
札
率
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　

予
定
価
格
は
税
抜
き
２
，４
１

４
万
５
，０
０
０
円
で
、
落
札
率

99.8
％
。
内
訳
内
容
は
公
表
し
て
い

な
い
。

再
問　

津
知
小
跡
地
に
保
健
所
移

転
で
土
地
の
県
へ
の
売
却
額
が
２
，

８
４
０
万
５
，０
０
０
円
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
土
地
の
測
量
費
用

が
か
か
っ
て
い
る
。
土
地
を
販
売

す
る
た
め
の
費
用
は
４
，０
０
０

万
円
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
。
売
る

気になるQ&A

め
、
警
察
に
通
報
し
た
。
保
護
者

へ
の
報
告
は
、
校
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
に
よ
る
文
書
を
発
信
し
て
い
る
。

第
１
報　

�

５
月
１
日
生
徒
同
士
の

も
め
ご
と
か
ら
警
察
に

連
絡

第
２
報　

�

５
月
12
日
事
実
と
は
違

う
内
容
が
広
ま
り
、
不

安
解
消
の
た
め

第
３
報　

�

５
月
20
日
校
内
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
内
警
察
へ
の
連

絡
に
関
す
る
内
容

問　
鹿
嶋
市
を
含
む
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
5
市
と
の
協
議
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
鹿
嶋
市
に
は
令
和
７
年
７
月
に

訪
問
し
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
移
転
に

関
す
る
提
案
内
容
に
つ
い
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
神
栖
市
・

鉾
田
市
・
行
方
市
の
３
市
に
つ
い

て
は
、
移
転
検
討
を
開
始
す
る
段

階
で
決
定
事
項
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
協
議
等
の
場
は
設
け
て
い
な

い
。

質問者 　田
た
 崎
さき
  　清

きよし

旧
津
知
小
学
校
に
つ
い
て

統
合
後
の
潮
来
一
中
に

お
け
る
校
内
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
移
転
に
つ
い
て

議
員
活
動

委
員
会
審
査

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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し
い
財
政
事
情
か
ら
令
和
７
年
度

に
終
了
と
し
た
。

再
問　

２
０
２
３
年
9
月
議
会
に

お
い
て
市
長
は
「
国
の
補
助
制
度

が
廃
止
に
な
っ
て
も
、
財
源
を
見

つ
け
て
市
と
し
て
継
続
す
る
考
え

だ
。」
と
答
え
て
い
る
。
再
度
答
弁

を
求
め
る
。

答　
原
市
長

　
財
政
負
担
が
大
き
い
た
め
終
了

す
る
。
新
た
な
財
源
を
見
つ
け
て

違
う
形
で
定
住
促
進
事
業
を
進
め

た
い
。

再
々
問　

国
の
補
助
金
は
ず
っ
と

継
続
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
の
後
の
市
の
施
策
の
水
準

を
保
つ
た
め
に
地
方
交
付
税
が
あ

る
。
物
価
高
騰
対
策
金
も
充
て
ら

れ
る
。
国
の
補
助
金
が
あ
る
時
だ

け
の
施
策
で
は
不
公
平
に
な
る
。

再
度
問
う
。

答　
原
市
長

　
物
価
高
騰
対
策
で
住
宅
取
得
支

援
の
場
合
は
、
対
象
が
限
ら
れ
て

く
る
。
そ
の
た
め
、
広
く
薄
く
多

く
の
市
民
に
水
道
料
金
減
免
や
商

品
券
を
配
布
し
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
調
査
費
用
と
今

回
の
補
正
予
算
の
内
容
を
問
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
こ
れ
ま
で
4
年
間
で
約
５
，１
０

０
万
円
。
今
回
の
約
２
，５
０
０
万

円
の
補
正
は
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
移
転
に
向
け
た

調
査
業
務
で
あ
る
。

再
問　

君
津
市
で
は
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
施
設
（
15
ha　

事
業
費
約
２
５
０
億
円
）
と
言
わ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
道
の
駅
い
た

こ
の
再
整
備
方
針
（
検
討
開
始
す

る
旨
）
も
示
さ
れ
た
。
類
似
事
例

か
ら
想
定
で
き
る
費
用
及
び
財
源

を
問
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
事
業
費
の

算
定
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
の

調
査
で
道
の
駅
い
た
こ
再
整
備
の

あ
り
方
、
財
源
の
検
討
事
項
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。

問　
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
移
転
検
討
に
伴
い
、
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
5
市
と
の
連
携
方
針
を
伺
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
移
転
に
向
け
た
検
討
を
開
始
す

る
段
階
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
5
市
と

の
連
携
方
針
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

再
問　

昨
年
6
月
、
鹿
嶋
市
へ
の

提
案
説
明
を
職
員
2
名
で
行
っ
た

点
に
つ
い
て
、
な
ぜ
市
長
が
自
ら

説
明
し
、
理
解
を
求
め
な
か
っ
た

の
か
問
う
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
の
取
組
み
の
経
過
と
内
容
を
承

知
し
て
い
る
担
当
者
に
説
明
し
、

提
案
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
十
分

に
伝
わ
る
と
判
断
を
し
た
。

再
々
問　

新
聞
に
よ
る
と
鹿
嶋
市

長
の
見
解
は
「
ボ
タ
ン
の
掛
け
違

い
」。
そ
れ
に
は
ト
ッ
プ
同
士
（
市

長
）
が
話
し
合
う
こ
と
が
大
事

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
私
は
原

市
長
の
令
和
4
年
の
新
ス
タ
ジ
ア

ム
誘
致
報
道
以
来
、
再
三
に
わ
た

り
「
ま
ず
は
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
5
市

の
連
携
と
共
通
理
解
」
と
提
案
し

て
き
た
。
そ
の
見
解
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
が
強
く
大
き

な
っ
て
行
く
未
来
に
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
と
重
ね
て
構
想
を
進
め

て
い
く
。
鹿
嶋
市
か
ら
奪
う
つ
も

り
は
な
い
。
鹿
嶋
市
と
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
市
と
の
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

前
に
進
め
て
い
く
。

再
問　

一
昨
年
、
市
長
は
「
10
年

後
、
潮
来
市
単
独
で
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
は
不
可
能
」
と
言
っ

て
い
る
。
ま
ず
鹿
嶋
市
と
関
係
改

善
図
り
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
5
市
の

連
携
の
下
で
地
域
発
展
を
願
っ
て

提
案
す
る
。
優
良
農
地
の
開
発
は

莫
大
な
費
用
と
長
い
年
月
が
か
か

る
。
そ
こ
で
開
発
が
容
易
（
非
農

地
・
買
収
と
埋
立
て
の
必
要
が
無

い
）
な
現
在
の
前
川
サ
ッ
カ
ー
場

に
隣
接
す
る
5
ha
、
さ
ら
に
令
和

15
年
に
契
約
が
終
了
す
る
前
川
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
用
地
18
ha
の
活
用
を

提
案
す
る
。
見
解
を
問
う
。

答　
榊
原
総
務
部
長

　
参
考
と
す
る
。

問　
多
く
の
自
治
体
が
継
続
し
て

い
る
若
者
の
住
宅
取
得
支
援
。
建

築
費
や
銀
行
金
利
の
上
昇
に
対
す

る
支
援
を
！！

答　
濵
野
建
設
部
長

　
こ
れ
ま
で
住
宅
取
得
助
成
は
一

定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
国
の
財
源

補
助
が
年
々
減
少
す
る
な
ど
、
厳

一般通告質問 質問者 　石
いし
田
た
　裕
ゆう
二
じ

潮
来
イ
ン
タ
ー
周
辺
開

発
に
つ
い
て
！

若
者
世
帯
定
住
促
進
助

成
に
つ
い
て
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育
の
売
り
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　
市
の
子
ど
も
達
が
国
際
社
会
で

活
躍
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
学
習
環
境
を
提
供
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
で
き
な
い

と
分
か
っ
て
い
る
方
に
、
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
代
わ
り
の
支
援

を
し
て
は
？

答　
村
田
市
民
福
祉
部
長

　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
外
出
支

援
及
び
社
会
参
加
を
促
進
し
福
祉

の
増
進
を
図
る
が
目
的
。
タ
ク

シ
ー
券
の
利
用
が
困
難
な
方
は
、

お
一
人
お
一
人
の
心
身
の
状
態
に

合
っ
た
必
要
な
支
援
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
丁
寧
に
ご
案
内
す
る
。

問　
移
住
定
住
に
も
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
は
、
あ
り
が
た
い
と
思

う
事
の
積
み
重
ね
。
行
方
市
は
定

額
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
し
て
い

る
。
使
い
や
す
さ
、
利
用
率
の
面

で
は
圧
倒
的
に
定
額
タ
ク
シ
ー
の

方
が
便
利
。
定
額
タ
ク
シ
ー
を
行

方
市
と
広
域
で
連
携
し
実
証
運
行

し
て
は
？

る
と
会
話
が
中
心
に
な
る
の
で
す
み

わ
け
が
必
要
と
な
る
。

問　
潮
来
市
は
人
工
芝
コ
ー
ト
が

２
面
、
天
然
芝
コ
ー
ト
１
面
あ

る
。
ま
た
今
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の

誘
致
を
し
て
市
が
サ
ッ
カ
ー
に
特

化
し
て
い
る
事
は
分
か
り
や
す
い
。

　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
誘
致
が
で
き

れ
ば
、
プ
ロ
選
手
が
練
習
す
る
横

で
ア
カ
デ
ミ
ー
の
子
ど
も
達
が
練

習
す
る
。
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
保

護
者
や
子
供
な
ら
絶
対
住
み
た
く

な
る
。
ま
た
練
習
を
見
に
来
る
人

で
潮
来
駅
や
延
方
駅
の
周
辺
は
活

性
化
す
る
。
移
住
・
定
住
に
一
番

つ
な
が
る
の
は
分
か
り
や
す
く
特

化
し
て
い
る
こ
と
。
英
語
も
サ
ッ

カ
ー
と
同
じ
よ
う
特
化
し
て
い
れ

ば
魅
力
的
に
感
じ
る
。
市
も
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
よ
う
に
思
い
切
っ
て
、

シ
フ
ト
し
て
は
？

答　
塙
教
育
長

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
よ
う
な
英
語
教

育
の
モ
デ
ル
を
参
考
に
す
る
と
い

う
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん

で
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
将
来

の
選
択
肢
を
広
げ
る
と
、
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
の
基
礎
的
な
も
の

と
し
て
大
事
な
視
点
で
あ
る
と

思
っ
て
ま
す
。

　
英
語
教
育
の
強
化
が
潮
来
の
教

問　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
最
初
か
ら
英

語
で
思
考
し
、
各
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
徹
底
し
て
い
る
。
社
会
全
体
の

仕
組
み
が
学
校
で
の
英
語
取
得

を
後
押
し
し
て
い
る
。
小
さ
い
と

き
か
ら
英
語
に
触
れ
る
重
要
性
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
状
況
で
良
く
分
か

る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
ま
な
び
ー
ル
ー
ム

や
学
童
な
ど
に
活
動
を
広
げ
て

は
？

答　
永
山
学
校
教
育
課
長

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
の
活
動
の
契
約
の

時
間
外
に
な
る
。
こ
の
後
、
調
査
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
、
ま
な

び
ー
ル
ー
ム
は
、
月
曜
日
の
夕
方
中

央
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
が
、
自

分
の
課
題
を
持
ち
寄
り
一
人
で
学
習

す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い

る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
教
わ
る
こ
と
と
な

気になるQ&A

答　
河
瀨
企
画
政
策
課
長

　

利
便
性
の
向
上
は
非
常
に
重

要
。
開
始
し
て
間
も
な
い
行
方
市

の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

の
利
用
や
効
果
な
ど
の
情
報
の
部

分
を
確
認
し
他
市
の
先
進
事
例
も

研
究
し
て
い
く
。

問　
市
は
お
も
ち
ゃ
の
リ
サ
イ
ク

ル
は
し
て
な
い
が
民
間
事
業
者
に

よ
る
資
源
循
環
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ

ば
、
お
も
ち
ゃ
も
洋
服
も
回
収

し
て
く
れ
る
。
ま
た
無
料
の
宅
配

に
よ
る
資
源
循
環
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
す
れ
ば
、
自

宅
に
段
ボ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
て

洋
服
を
詰
め
て
送
り
返
す
こ
と
が

で
き
る
。

　
着
ら
れ
る
洋
服
を
潮
来
市
は
ど

こ
へ
持
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
？

答　
松
崎
環
境
課
長

　
社
会
福
祉
大
会
の
バ
ザ
ー
の
品

物
と
し
て
福
祉
協
議
会
で
募
集
を

か
け
て
、
皆
様
か
ら
の
寄
附
等

あ
っ
た
。
現
在
、
令
和
５
年
度
以

降
、
品
物
等
が
、
数
が
確
保
で
き

て
い
る
の
で
募
集
は
か
け
て
い
な

い
。

質問者 　阿
あ べ
部　慶

けいすけ
介

英
語
に
特
化
し
て
子
ど

も
達
が
英
語
を
話
せ
る
街

づ
く
り
を
！

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を

使
用
出
来
な
い
方
に
別
の

支
援
策
を
！

古
着
は
ご
み
で
は
な
い
。

洋
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
に
つ
い
て

議
員
活
動

委
員
会
審
査

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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問　
今
年
の
4
月
に
牛
堀
中
と
一

中
は
統
合
し
た
。
理
由
は
①
校
舎

の
老
朽
化
、
②
ク
ラ
ス
替
え
（
で

き
る
ほ
ど
の
人
数
）、
③
部
活
動
が

で
き
な
い
、
だ
っ
た
。
し
か
し
3

年
後
、
さ
ら
に
二
中
に
再
統
合
さ

れ
る
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。

一
中
校
舎
は
新
し
い
し
、
ク
ラ
ス

替
え
も
で
き
る
。
牛
堀
中
の
時
の

よ
う
な
理
由
は
存
在
し
な
い
。
今

の
統
計
で
い
け
ば
ク
ラ
ス
が
1
つ

に
な
る
の
は
3
年
後
で
は
な
く
7

年
後
。
急
い
で
統
合
す
る
理
由
が

な
い
。
計
画
を
見
直
し
、
最
低
で

も
一
中
と
二
中
の
二
校
体
制
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
吉
川
教
育
部
長

　
３
年
後
の
令
和
11
年
４
月
に
潮

来
第
二
中
学
校
を
校
地
と
し
て
一

校
化
す
る
こ
と
も
、
児
童
・
生
徒

数
の
減
少
へ
の
対
応
や
児
童
・
生

徒
へ
よ
り
よ
い
教
育
環
境
や
学
習

環
境
等
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
必
要
。
教
室
等
の
一
部
に
つ
い

て
は
改
修
の
必
要
が
あ
る
が
、
学

校
施
設
全
体
と
し
て
は
十
分
に
余

裕
が
あ
る
環
境
と
な
る
と
考
え
て

い
る
。

問　

潮
来
市
は
、
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
誘
致
を

自
ら
整
備
す
る
こ
と
を
前
提
に
提

案
し
、
鹿
嶋
市
の
反
発
を
招
い
た

と
報
道
さ
れ
た
。

　
鹿
嶋
市
の
反
発
は
予
想
で
き
な

か
っ
た
の
か 

。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
に
提
案
書
を
提
出

後
、
鹿
嶋
市
に
内
容
説
明
を
行
っ

た
。
鹿
嶋
市
か
ら
の
意
見
交
換
の
申

入
れ
な
ど
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
も
含
め
て
ご
理
解
い
た

だ
け
た
も
の
と
受
け
と
め
た
。

問　
君
津
市
で
は
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
の
2
軍
の
移
設
が
決

ま
っ
た
。
市
の
予
算
の
見
込
み
は

１
５
０
億
が
２
５
０
億
円
に
膨
ら

ん
だ
と
し
て
君
津
市
議
会
は
紛
糾

し
て
い
る
。
君
津
市
は
３
５
０
億

円
の
一
般
会
計
予
算
を
持
つ
。
潮

来
市
の
予
算
は
い
く
ら
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
約
１
３
７

億
円
に
な
る
。

問　
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
移
転
の
財
源

は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
今
後
の
調
査
業
務
に
お
い
て
整

備
費
等
を
精
査
す
る
。

再
問　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
は
維
持

管
理
だ
け
で
も
年
間
億
単
位
の

莫
大
な
費
用
が
か
か
る
。
ク
ラ
ブ

の
拠
点
は
鹿
嶋
市
に
据
え
置
か
れ

る
。
税
収
も
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、

建
設
費
や
維
持
管
理
費
を
支
出
し

て
潮
来
市
は
何
を
得
ら
れ
る
の
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
フ
ァ
ン
や
サ
ポ
ー
タ
ー
及
び
観

光
客
に
よ
る
周
辺
施
設
や
飲
食

店
、
宿
泊
施
設
の
利
用
増
と
い
っ

た
地
域
全
体
に
大
き
な
経
済
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

再
々
問　

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
近
辺

の
14
ha
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
移
転

す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を

作
る
の
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
管
理
棟
、
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
な
ど
の
整
備
を
想
定
し
て

い
る
。

問　
鹿
嶋
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
30

年
前
の
当
時
で
も
19
億
円
か
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

付
近
は
防
災
マ
ッ
プ
上
の
浸
水
想

定
区
域
な
の
で
、
最
大
3
メ
ー
ト

ル
の
盛
土
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

盛
土
に
か
か
る
費
用
は
14
ha
な
ら

24
億
円
程
度
か
か
る
。
5
億
円
か

か
っ
た
前
川
運
動
公
園
の
サ
ッ

カ
ー
場
を
基
準
に
す
れ
ば
グ
ラ
ウ

ン
ド
7
面
で
35
億
円
か
か
る
。
概

算
で
60
億
〜
100
億
か
か
る
。
自
分

の
財
源
に
事
業
を
や
る
だ
け
の
財

力
が
あ
る
の
か
は
コ
ン
サ
ル
を
頼

ま
な
く
て
も
判
断
し
て
ほ
し
い
。

鹿
嶋
市
は
現
ス
タ
ジ
ア
ム
近
辺
に

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
移
転
し
た
い
と

い
う
意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
財
源
か
ら
始
ま
り
鹿
嶋
市

と
の
交
渉
、
そ
し
て
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
と
の
交
渉
と
い
う
手
順
を

踏
ん
で
進
め
て
ほ
し
い
。
そ
れ
だ

け
の
税
金
を
か
け
、
何
が
得
ら
れ

る
の
か
。

答　
酒
井
企
業
立
地
戦
略
室
長

　
経
済
波
及
効
果
を
得
ら
れ
る
。

数
値
化
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

一般通告質問 質問者 　吉
よし
川
かわ
　利

り
一
いち

中
学
校
統
合
に
つ
い
て

Ｊ
1
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
潮
来
へ
の

移
転
に
つ
い
て
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問　

日
の
出
２
丁
目
・
３
丁
目
の

交
差
点
で
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

方
へ
向
か
っ
て
い
く
道
路
で
あ
る

が
歩
道
整
備
を
含
め
た
道
路
拡
幅

の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
こ
の
道
路
は
朝
夕
を
中
心
に
一

定
の
交
通
量
が
あ
る
こ
と
や
、
近

隣
高
校
へ
通
学
す
る
生
徒
の
自
転

車
利
用
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し

て
お
り
、
通
学
生
徒
の
安
全
確
保

が
重
要
な
課
題
と
認
識
は
し
て
い

る
。
一
方
で
、
小
・
中
学
校
の
通

学
路
に
は
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
や
、
一
定
の
幅
員
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、

歩
道
整
備
を
含
め
た
道
路
拡
幅
の

具
体
的
な
計
画
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
車
両
や
自
転
車
が
少
し

で
も
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
今

後
も
交
通
状
況
や
地
域
か
ら
の
ご

意
見
を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
、
現
地
状
況
に
見
合
っ
た

対
策
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

く
。

再
問　

潮
来
市
で
は
令
和
７
年
２

月
に
火
災
が
発
生
し
て
、
概
算
修

理
金
額
が
８
億
６
，９
０
０
万
円
。

修
理
は
し
な
い
と
う
方
向
性
が
示

さ
れ
た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
３
施

設
が
候
補
に
挙
が
っ
て
い
る
が
、

各
々
首
長
間
で
こ
の
枠
組
み
の
協

議
を
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
現
時
点
で
は
ま
だ
事
務
局
レ
ベ

ル
で
あ
っ
て
、
そ
の
先
ま
で
は
進

ん
で
い
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

再
々
問　
行
方
市
の
施
設
は
潮
来
よ

り
も
９
年
新
し
い
。
行
方
市
は
約
15

億
円
か
け
て
大
規
模
修
繕
が
行
わ

れ
そ
の
耐
用
年
数
は
こ
れ
か
ら
10
年

間
。
行
方
市
も
急
激
な
人
口
減
少
か

ら
、
今
後
１
市
で
処
理
場
を
運
営
し

て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

　
破
談
し
て
し
ま
っ
た
が
当
初
の

広
域
枠
組
み
（
行
方
、
潮
来
、
鉾

田
）
で
は
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ

理
解
し
合
い
な
が
ら
検
討
し
て
き

た
こ
と
と
思
う
。
ま
ず
最
優
先
さ

れ
る
の
は
行
方
市
で
あ
る
と
考
え

る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
繰
り
返
し
の
答
弁
と
な
る
が
、

潮
来
市
と
最
も
相
性
の
い
い
と
こ

ろ
と
広
域
連
携
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
潮
来
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

長
期
修
繕
計
画
（
10
年
間
）
の
最

終
年
で
あ
り
、
今
年
８
月
に
今
後

の
方
向
性
を
示
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
そ
の
進
捗
を
伺
う
。

答　
篠
塚
環
境
経
済
部
長

　
先
日
の
全
員
協
議
会
に
て
、
近

隣
３
施
設
（
行
方
市
、
鹿
島
地
方

事
務
組
合
、
香
取
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
）
の
概
要
に
つ
い
て

説
明
さ
せ
て
頂
い
た
。
各
施
設
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
搬
入
距
離
な
ど
を
含
め
潮
来
市

と
の
相
性
も
あ
る
。
執
行
部
と
し

て
も
議
員
の
皆
様
と
同
じ
方
向
性

で
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ご
意
見
等
を
頂
き
、
今
後
ど

の
施
設
と
広
域
連
携
に
向
け
て
進

め
て
い
く
の
か
助
言
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

気になるQ&A

再
問　

日
の
出
地
区
は
特
に
住
宅

地
と
し
て
今
後
も
期
待
さ
れ
る

が
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
、

浸
水
想
定
エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
前
の

道
路
は
直
近
の
高
台
で
前
川
運
動

公
園
、
そ
の
先
は
潮
来
高
校
の
方

へ
向
か
っ
て
行
く
ル
ー
ト
に
な

る
。
日
の
出
地
区
は
避
難
経
路
が

示
さ
れ
て
お
ら
ず
こ
れ
か
ら
の
課

題
と
い
え
る
が
、
防
災
の
観
点
か

ら
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

答　
大
川
総
務
課
長

　
車
で
の
避
難
を
す
る
場
合
を
考

え
た
上
で
は
道
路
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

再
々
問　

今
後
、
中
学
校
統
合
を

控
え
て
い
る
。
自
転
車
通
学
路
を

検
討
し
て
い
か
な
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
通
学
路
の
観
点
か
ら
市
の
考

え
を
伺
う
。

答　
濵
野
建
設
部
長

　
市
全
体
的
な
整
備
計
画
の
中
で

は
、
現
時
点
で
は
優
先
度
が
高
い

路
線
と
は
判
断
は
し
て
い
な
い
。

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
交

通
状
況
や
利
用
実
態
を
注
視
し
な

が
ら
判
断
す
る
。

質問者 　佐
さ
々
さ
木
き
　徹
とおる

潮
来
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
今
後
に
つ
い
て

日
の
出
の
出
入
り
口
、

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
の
道

路
拡
幅
に
つ
い
て

議
員
活
動

委
員
会
審
査

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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6月15・16日の委員会での結果を議会最終
日に各委員長が報告しました

総務建設委員会

委員会審査
6/15

問　　�本改正による保育現場への影響はどの程度
あるか。

答　　�現在、市内に本改正の該当施設はないた
め、保育現場への具体的な影響はない。

令和8年度潮来市一般会計補正予算（第1号）
［所管科目］
問　　�調査委託費2,542万7千円の使途と調査対

象範囲はどこまでか。
答　　�主な調査項目は①施設整備計画検討、②概

算整備費算出、③事業スキーム検討比較、
④事業スケジュール検討、⑤民間ヒアリング
の5点である。また、今回の調査対象地は、
基本構想に位置づけられた「スポーツにぎわ
いゾーン（14ha）」に限定される。

問　　�売却価格の算出根拠と撤去費用の扱いはど
のようになっているのか。

答　　�不動産評価額は計2,870万5千円である。そ
こから遊具や倉庫等の撤去費用（県見積り）
576万8千円を差し引いた額が、本市への歳
入となる。

再問　旧校舎等の遊具は再利用できないのか。
　答　�庁内関係各課および地域コミュニティスクー

ルへ意向確認し、撤去としている。設置から
15年以上が経過し、安全性等の担保が困難
なため、再利用は不可と判断した。

 所管に関する質問
問　　�中学校統合の方針と「財源」「合意形成」

の考え方について伺う。
答　　�財政課と協議を重ねた上で、段階的な統合

を進める方針である。合意形成について
は、学識経験者等による検討を経て計画を
策定し、パブリックコメントにより市民の
意見を聴取している。

再問　�教室不足を補うための「新世代学習空間」
の扱いは妥当か。

　答　�現在は3分割ではなく2分割の教室として
活用する計画である。教室を普通教室に転
用しても、各教室で柔軟な教育環境は確保
可能と考える。今後は1階の広場空間等の
改修も検討し、魅力的な学習環境を整備し
ていく。

問　　�少子化に伴う今後の認定こども園のあり方
について伺う。

答　　�公立・私立の各園と定員調整を図りながら
進めていく。方針については、施設長会議
等で近隣状況や国・県の制度情報を共有し
ていく。

問　　�あやめ園の品種管理と株分け後の表示につ
いて伺う。

答　　�品種が複雑化している現状があるが、判別
可能な品種については適切に管理し、来園
者が愛着を持てるよう名称等の表示に努め
たい。

付託された案件
　条例制定1件、条例改正3件

 主な質疑
潮来市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

 主な質疑
旧津知小学校用地の売買契約について

【反対討論】
対象地は優良農地であり、短期間での整備や埋
立てなど多額の費用が見込まれる。前川運動公
園や道の駅裏のソーラー契約終了後の土地も調
査対象に含めるべきと提案をしている。調査の
対象外であるため反対する。
【賛成討論】
農地以外の活用について検討の余地はあるもの
の、土地所有者への説明会を経て計画が積み上
げられてきた経緯があり、地権者からも概ね前
向きな意向が示されていることから、提案され
た対象地での事業検討に賛成する。
⇒原案可決（賛成６人　反対１人）

付託された案件
　承認2件、補正予算1件、その他1件

教育福祉経済委員会6/16

討論　－賛成・反対の意見－
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議員活動　 こんな活動もしています！

■場　　所　潮来市内全域
■実 施 日　年間を通して活動
■内　　容　�潮来市ではイノシシによる農作物被害や生活圏への

出没が深刻化しています。この課題に対し、潮来市
議会議員有志は、現場での解決に貢献すべく、昨年
「狩猟免許」を取得し、潮来市猟友会に加入しまし
た。現在、イノシシの捕獲活動をはじめとする有害
鳥獣対策を現場で実施中です。この度、活動の一環
として、約30キロのイノシシを捕獲することに成功
しました。市民の皆様が安心して暮らせる潮来市を
目指して、安全で豊かなまちづくりへ、これからも
積極的に取り組んでまいります。

有害鳥獣対策活動

■場　　所　�潮来ローイングコース（潮来市立ローイングセン
ターあめんぼ）

■実 施 日　令和8年6月21日（日）
■内　　容　�水郷潮来シティレガッタ大会に参加しました。当

日は議会から2チームが出場し、市民の皆様と一
体となって大会を盛り上げました。

　　　　　　�レースではチーム一丸となって全力で挑み、ス
ポーツを通じた交流の素晴らしさを体感すること
ができました。このような地域のイベントに積極
的に関わることで、皆様とのつながりを大切にし
ていきたいと考えています。

水郷潮来シティレガッタ

■場　　所　潮来ＩＣ付近ゲートパーク
■実 施 日　令和8年6月12日（金）～13日（土）
■内　　容　�観光客の皆様を気持ちよくお迎えするため、季節

の草花「ポーチュラカ・ドワーフイエロー」の植
栽作業を実施しました。

　　　　　　�鮮やかな花々は、潮来の風景をより一層引き立て
てくれます。美しい景観づくりは、観光振興の第
一歩です。今後も、歩きたくなるまち・訪れたい
潮来を目指し、地域活動に積極的に参加してまい
ります。お近くにお越しの際は、ぜひ足元の花々
にもご注目ください。

ゲートパーク花植え

議
員
活
動

委
員
会
審
査

一
般
質
問

賛
否
が
分
か
れ
た
案
件

審
議
議
案
と
議
決
結
果
／

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ



受賞者一覧
◆全国市議会議長会表彰
【正副議長４年】
　箕輪　曻 議員、小峰　進 議員
【議員10年】
　飯田　幸弘 議長、兼平　直紀 副議長
　箕輪　曻 議員、飯島　康弘 議員
　小峰　進 議員、阿部　慶介 議員
◆茨城県市議会議長会表彰
【正副議長４年】
　箕輪　曻 議員、小峰　進 議員
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潮
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あ
や
め
の
季
節
が
過
ぎ
、
本
格
的
な
夏

が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
の
あ
や
め
ま
つ

り
は
花
の
咲
き
具
合
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
来
場
者
の
皆
さ
ま
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
号
は
新
し
い
編
集
委
員
会
と

な
っ
て
2
号
目
で
す
。
今
期
は
経
験
豊
富

な
委
員
が
揃
い
、
編
集
の
進
め
方
は
も
ち

ろ
ん
、「
議
会
だ
よ
り
は
誰
の
た
め
に
、
何

を
伝
え
る
も
の
な
の
か
」
を
改
め
て
考
え

る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
私
自
身
も
日
々
学

び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
委
員
会
で
の
議
論
や
本
会
議

で
の
討
論
な
ど
、
議
会
で
交
わ
さ
れ
た
議

論
が
少
し
で
も
伝
わ
る
よ
う
、
編
集
委
員

一
同
で
工
夫
を
重
ね
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�

広
報
編
集
副
委
員
長
　
和
田
　
直
子
　

編
集
後
記

　この度、多年にわたり市政の振興に寄与した功績が認められ、本市議会議員の皆様が全国市議会
議長会および茨城県市議会議長会より表彰されました。長年にわたるご功績を称え、謹んでお祝い
申し上げます。

　今回の表紙は、ろ舟に乗って楽しんでいるあやめこども園の園児たちです。船頭さんが操るろ舟に揺
られ、水面を間近に感じながら景色を眺める子どもたちの瞳は、新しい発見に輝いていました。地域の伝
統に触れ、豊かな自然の中で育まれる子どもたちの姿は、潮来市の希望そのものです。忙しい日々の中
で、ふと足を止めて眺めたくなるような、水郷潮来らしい穏やかな風景を皆さまにお届けします。

あやめこども園（ろ舟乗船体験）表紙の説明

功労者表彰

▲全国市議会議長会及び茨城県市議会議長会
【正副議長4年】

▲全国市議会議長会からの表彰【議員10年】

兼平副議長 小峰議員 飯田議長 箕輪議員 飯島議員 阿部議員


